
地
域
医
療
の
現
状
を
見
つ
め
る

阿
南
市
を
含
め
た
地
域
医
療
体
制
の
現
状

に
つ
い
て
ー

岸　
医
師
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
た
十
数

年
前
か
ら
地
方
の
中
核
病
院
は
勤
務
医
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
手
医
師
は

研
修
期
間
が
終
了
す
る
４
年
後
に
は
、
地

元
に
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
も
の
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
専
門

医
を
め
ざ
し
都
市
部
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

多
く
、
地
方
の
医
師
不
足
は
改
善
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

阿
南
医
師
会
中
央
病
院
で
も
５
年
前
に

は
勤
務
医
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
救
急
当

番
日
を
一
部
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
れ
わ
れ
も
医
師
確
保
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
救
急

当
番
日
を
再
開
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

荒
井　
厚
生
連
は
、
公
的
病
院
と
し
て
阿

南
共
栄
病
院
・
麻
植
協
同
病
院
・
阿
波
病

院
の
３
病
院
と
徳
島
県
農
村
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
経
営
し
て
お
り
、
救
急
医
療
、

小
児
・
周
産
期
医
療
、
健
康
管
理
活
動
な

ど
地
域
に
必
要
な
医
療
分
野
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
麻
植
協
同
病
院
は
移
転
新
築
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
病
院
は
、
災

害
拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
機

能
を
も
ち
、
ま
た
、
分
娩
を
再
開
す
る
予

定
で
す
。

　

現
在
は
、
阿
波
病
院
と
の
機
能
分
担
を
含

め
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
医
師
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で

阿
南
共
栄
病
院
は
二
次
救
急
、
周
産
期
医
療

を
維
持
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病

院
と
し
て
、「
安
心
・
安
全
の
医
療
提
供
」

と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。充

実
し
た
地
域
医
療
体
制
の

構
築
を
め
ざ
し
て

地
域
医
療
体
制
を
充
実
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
と
は
ー

岸　
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
は
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
昭
和
38
年
に
全
国
11
番
目
の

医
師
会
病
院
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
く
の
方
々
が
献
身
的
に
地
域
医
療
に

努
め
、
地
域
医
療
支
援
病
院
や
災
害
拠
点
病

院
に
も
認
定
さ
れ
、
２
年
前
に
は
全
館
耐
震

基
準
を
満
た
す
建
て
替
え
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
若
手
医
師
を
確
保
す
る
た
め
に

は
専
門
医
養
成
施
設
が
必
須
条
件
で
あ
り
、

今
後
の
人
口
減
を
考
え
れ
ば
、
阿
南
市
で
２

つ
の
中
核
病
院
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
病
院
統
合
を
決
断
し
ま
し
た
。

荒
井　
医
師
不
足
、
医
師
の
高
齢
化
と
い
う

状
況
の
中
、
地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
前
に
効

率
的
な
医
療
体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
は
、
医
療
資
源
の
集

約
化
に
よ
る
医
療
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
両
病
院
の
統
合
に
よ

り
、
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
に
隣
接
し
て

新
病
棟
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
最
良
の
施

設
の
有
効
利
用
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
両
病
院
の
強
み
を
生
か
し
た

「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と

し
て
地
域
完
結
型
の
医
療
を
展
開
す
る
こ

と
が
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
が

で
き
、
魅
力
の
あ
る
病
院
と
し
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
維
持
定
着
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
行
政
、

民
間
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
英
知
を
結
集
し

て
地
域
全
体
で
医
療
を
支
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩

新
病
院
に
寄
せ
る
思
い
は
ー

岸　
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
共
に
県

南
の
中
核
医
療
を
担
っ
て
き
た
自
負
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
新
病
院
は
両
病
院
の
良
き
伝
統
は

継
承
し
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
未
来
指

向
の
医
療
機
関
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
質
の
高
い
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に

は
健
全
な
経
営
が
求
め
ら
れ
、
徳
島
赤
十

字
病
院
と
は
競
合
で
は
な
く
、
補
完
関
係

を
築
く
べ
き
で
す
。
徳
島
大
学
の
支
援
を

受
け
、
呼
吸
器
医
療
を
新
病
院
の
診
療
の

一
つ
に
据
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
医
師
会
の
希
望
で
あ
っ
た

災
害
時
医
療
や
一
次
救
急
施
設
を
医
師
会

が
、
病
院
の
前
に
保
有
し
て
い
る
土
地
に

建
設
す
る
こ
と
を
阿
南
市
と
協
議
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
病
院
に
隣
接
し

て
建
て
る
こ
と
は
、
市
民
に
大
き
な
安
心

感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
ぜ
ひ
実
現

し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
策
に
つ
い
て
は
協
議
途
上
で
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

荒
井　
こ
の
た
び
、
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
の
資
産
と
経
営
権
を
含
め
、
無
償
譲
渡

の
ご
英
断
を
頂
い
た
阿
南
市
医
師
会
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

県
南
医
療
の
歴
史
的
第
一
歩
と
し
て
両

病
院
が
統
合
し
て
、
阿
南
市
医
師
会
が

培
っ
た
地
域
医
療
を
継
承
し
、
阿
南
共
栄

病
院
の
特
徴
を
生
か
し
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
地
域
と
共
に
構
築
し
、
責
任
を
も
っ

て
地
域
医
療
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
病
院
的
な

役
割
と
し
て
災
害
に
強
く
、
３
６
５
日
、

24
時
間
体
制
の
二
次
救
急
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
赤
十
字
病
院
や
地
域
の
医

療
機
関
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

化
し
て
、
地
域
完
結
型
の
医
療
を
実
現
す

る
と
共
に
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
、
医
師

や
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
病
院

を
め
ざ
し
ま
す
。

一般社団法人
阿南市医師会会長

岸　 彰

徳島県厚生農業協同組合連合会
経営管理委員会会長

荒井 義之
インタビュー
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徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
厚

生
連
）と
阿
南
市
医
師
会
が
、
阿
南
共
栄

病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
を
統
合
し
、

新
た
な
医
療
施
設
「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン

タ
ー（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
じ
取
り
を
担
う

２
人
に
、
地
域
医
療
の
現
状
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Akira　
Kishi

Yoshiyuki　
Arai

医
師
会
会
長
　
　
　
　
厚
生
連
会
長 

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

シ
リ
ー
ズ  

地
域
医
療
の
明
日
を
考
え
る
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両
病
院
統
合
に
踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩 
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な
ぜ
、
統
合
に
至
っ
た
の
か

　

阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療

か
ら
市
民
の
健
康
管
理
に
至
る
ま
で
の
広
い

範
囲
に
お
い
て
、
本
市
は
も
と
よ
り
県
南
地

域
の
医
療
提
供
体
制
に
お
け
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
け
る
地
方
の

医
療
の
現
状
は
、
病
院
の
閉
鎖
や
診
療
体
制

の
縮
小
・
救
急
患
者
の
受
入
不
能
な
ど
、
医

師
不
足
を
原
因
と
し
た
地
域
医
療
の
崩
壊
が

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
地
域
で
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
阿
南
医
師
会
中

央
病
院
で
は
、
医
師
数
の
減
少
に
よ
り
平
成

21
年
４
月
か
ら
夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
体

制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
で
は
、

市
内
の
救
急
搬
送
数
の
約
４
割
が
、
徳
島
赤

十
字
病
院
な
ど
の
市
外
の
病
院
に
搬
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
３
月
か
ら
市

内
で
分
娩
を
扱
う
医
療
機
関
が
、
阿
南
共
栄

病
院
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
臨
床
研
修
医
制
度

の
変
更
で
、
医
師
が
自
由
に
研
修
先
の
病
院

を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
に
医
師
が

集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
医
師
数
調
査
の
直
近

値
で
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
勤
務
医
師

数
は
、
全
国
平
均
が
２
２
５
・
６
人
で
す
が
、

本
市
は
１
７
６
・
２
人
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
構
想

　

厚
生
連
、
医
師
会
お
よ
び
本
市
は
、「
阿

南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立
委
員

会
」
を
設
置
し
、
新
病
院
の
整
備
に
向
け
て

必
要
な
事
項
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
地
域
完
結
型
医
療
体
制
の
実
現
」「
二
次

救
急
医
療
体
制
の
維
持
・
強
化
」「
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
・
維
持
定
着
・
育
成
」「
経

営
の
効
率
化
」
の
４
点
で
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
に
お
け
る
主
要
機
能
・
特

徴
と
し
て
は
、
①
救
急
救
命
②
が
ん
診
療
③

在
宅
医
療
④
産
科
医
療
⑤
脳
疾
患
治
療
⑥
小

児
医
療
⑦
災
害
拠
点
病
院
⑧
各
医
療
機
関
と

の
連
携
な
ど
の
充
実
・
強
化
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
に
取
り
掛
か
り
、
平
成
29
年

度
末
の
開
院
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

官
民
一
体
で
取
り
組
む

　

地
域
医
療
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い

る
今
、
医
療
を
提
供
す
る
側
の
病
院
だ
け
で

な
く
、
受
け
る
側
で
あ
る
住
民
、
そ
れ
を
支

え
る
行
政
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全
体
で

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
両
病
院
の
統
合
を
支
援
し
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め

　

あ
わ
せ
て
阿
南
共
栄
病
院
で
は
、
建
設

か
ら
数
十
年
が
経
ち
、
施
設
の
耐
震
化
、

建
替
え
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
12
月

に
、
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
の
経
営
母
体
で
あ
る
徳
島
県
厚
生
農

業
協
同
組
合
連
合
会
お
よ
び
阿
南
市
医
師

会
と
本
市
の
三
者
に
よ
る
「
阿
南
市
の
地

域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
、
地
域

医
療
の
あ
り
方
、
両
病
院
の
連
携
の
方
法

等
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
営
理
念
や
組
織

形
態
が
異
な
る
厚
生
連
と
医
師
会
が
連
携

し
て
経
営
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
課
題

が
山
積
し
、
容
易
に
結
論
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
市
も
、
全
国
各
地
の
病
院

の
連
携
事
例
を
提
示
す
る
な
ど
、
進
展
の

糸
口
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
医
師
会
か
ら
、
将
来

的
な
地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
に
は
、
両
病
院
を
統
合
し
て
新
医

療
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
良
の
策
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
の
資
産
（
一
部
用
地
を
除
く
）
お
よ

び
経
営
権
を
厚
生
連
に
譲
渡
す
る
と
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
病
院
統

合
へ
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
統
合
は
、
将
来
に
わ
た
り
、

安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
確
立
し
、
次
世

代
に
残
す
た
め
の
統
合
で
あ
り
、
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
医
療
の
確
保
を
図
る
こ

と
か
ら
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

に
、
市
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
、

那
賀
町
・
美
波
町
で
組
織
す
る
「
阿
南
市

地
域
医
療
確
立
対
策
協
議
会
」
が
昨
年
12

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、

新
病
院
に
対
し
て
の
国
・
県
の
財
政
支
援

を
確
保
す
る
た
め
に
要
望
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
住
民
の
命
を
守
る
す
ば
ら
し
い
新
病
院

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ

〈2〉
は
、
現
在
協
議
し
て
い
る

阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
基

本
計
画
が
策
定
で
き
次
第
、
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

地域の医療資源の集約化による効率的な医療提供体制の確立
をめざす官民一体の組織「阿南市地域医療確立対策協議会」
が発足（H25.12.20）

■両病院の概要

■施設整備計画 ■統合による新病院整備の基本的な考え方

阿南市内で発生した救急搬送数の
病院別推移

人口10万人当たり医療施設従事医師数
（南部Ⅰ医療圏市町別）

【南部Ⅰ医療圏】
徳島県保健医療計画に定められた医療圏域。
小松島市、阿南市、勝浦町、上勝町、那賀町
の２市３町。

阿南医師会中央病院 阿南共栄病院

開設年月日 昭和38年10月15日 昭和12年６月９日

開 設 者 一般社団法人　阿南市医師会 徳島県厚生農業協同組合連合会

所 在 地 阿南市宝田町川原２番地 阿南市羽ノ浦町中庄蔵ノホケ36番地

許可病床数 一般病床179床（うち亜急性期病床15床）
療養介護病床50床

一般病床343床（うち開放型病床10床、回復期リハビ
リテーション病棟40床）

各 種 指 定 救急告示病院、災害拠点病院、
地域医療支援病院、臨床研修指定病院　等

救急告示病院、災害医療支援病院、
難病医療協力病院、臨床研修指定病院　等

常勤職員数 206人（医師18人、看護師110人、その他78人）
（平成25年４月現在）

428人（医師36人、看護師234人、その他158人）
（平成25年４月現在）

阿南市中央医療センター（仮称）とし
て統合。ＪＡ徳島厚生連が運営する。

（旧）
医師会
中央病院

（旧）医師会
中央病院に
隣接して整備

阿南共栄病院
（現病院）の
機能を移転

（旧）
阿南
共栄病院

解体

施設整備のイメージ

新棟

地域完結型医療体制
の実現

救急医療提供体制
の維持・強化

経営の効率化

医療スタッフの確保・
維持定着・育成
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（単位：円）
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